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前田育徳会蔵

吉川恍陽　《時の壁》

■   古九谷・再興九谷名品選【第２展示室】

■  写真と幻想【第３展示室】

■  明治の工芸【第５展示室】

◦ ３月の企画展示室

◦ 展覧会回顧

◦ ミュージアムレポート

◦ ３月の行事予定

◦ アラカルト　ただいま展示中

特別陳列 加賀藩の美術工芸【前田育徳会尊經閣文庫分館】
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今
日
伝
存
す
る
古
九
谷
が
、
加
賀
で
い
つ
頃
ま
で
生
産

さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
慎
重
に
考
察
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
近
年
の
九
谷
周
辺
の
発
掘
成
果
は
、
色
絵

磁
器
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
想
し
た
加
賀
藩
三
代
藩
主
・
前

田
利
常
の
没
年
で
あ
る
一
六
五
八
年
と
、
利
常
の
三
男
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
質
的
な
推
進
者
だ
っ
た
大
聖
寺
藩
初

代
藩
主
・
前
田
利
治
の
没
年
で
あ
る
一
六
六
〇
年
あ
た
り

に
、
大
き
な
転
換
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
が
一
六
九
五
年

に
茶
碗
、
皿
、
鉢
類
を
伊
万
里
に
注
文
し
て
い
る
事
実
も
注

目
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
綱
紀
が
編
集
し
た「
百
工
比
照
」
に
、

当
時
国
内
最
先
端
の
工
芸
技
術
だ
っ
た
色
絵
磁
器
の
標
本

が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
綱
紀
の
晩
年

に
は
加
賀
の
地
で
安
定
的
に
色
絵
磁
器
を
生
産
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
一
八
〇
七
年

に
生
産
を
開
始
す
る
春
日
山
窯
が
開
窯
に
至
っ
た
理
由
が
、

当
時
加
賀
地
方
に
お
い
て
藩
民
が
用
い
る
日
用
雑
器
は
肥

前
や
京
か
ら
買
入
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
大
量
の
藩
金
が

藩
外
に
流
出
す
る
こ
と
の
抑
止
策
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
色
絵
磁
器
を
藩
内
で
生
産
で
き
な
い
状
況
は
一
世
紀

以
上
続
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

春
日
山
窯
が
京
都
か
ら
招
か
れ
た
青
木
木
米
と
、
肥
前
・

島
原
出
身
の
本
多
貞
吉
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
彼
ら
は
古
九
谷
再
興
の
気
概
に
燃
え
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
時
に
そ
の
点
が
、
殖
産
興
業
を

前
提
と
す
る
藩
の
方
針
と
乖
離
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
木
米
は
京
都
に
帰
り
ま
す
が
、
加
賀
に
残
っ
た
貞

吉
の
思
い
は
築
窯
や
製
陶
の
技
術
と
と
も
に
、
再
興
九
谷

諸
窯
の
芸
術
性
の
根
幹
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
号
で
は
、本
展
の
最
大
の
見
所
で
あ
る
重
文
《
閑
居
友
》

と
重
文
《
荏
柄
天
神
縁
起
絵
巻
》
巻
中
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

の
で
、
今
回
は
そ
の
他
の
出
品
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま

ず
絵
画
で
は
周
文
筆
と
伝
え
ら
れ
る《
秋
冬
山
水
図
》（
六

曲
一
隻
の
ほ
う
）
と
、
加
賀
に
生
ま
れ
、
加
賀
藩
の
御
用
を

務
め
た
佐
々
木
泉
景
の《
寿
老
・
鶴
図
》
を
展
示
し
ま
す
。
そ

し
て
工
芸
は
、
漆
芸
か
ら
加
賀
蒔
絵
の
粋
を
極
め
た
清
水

九
兵
衛
の《
巌
浪
蒔
絵
真
鳥
羽
箪
笥
》
、
五
十
嵐
道
甫
作
と

伝
わ
る《
黒
塗
布
目
引
出
絵
替
絵
具
箪
笥
》
、
そ
し
て
加
賀

藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
の
モ
ッ
ト
ー
を
表
象
し
た《
青
貝

敬
字
箪
笥
》
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
染
色
か
ら
は
、
加
賀
友

禅
の
絵
画
的
特
質
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る《
桃
花
美

人
図
》
を
、
ま
た
金
工
か
ら
は
加
賀
象
嵌
の
代
名
詞
と
も
い

え
る
鐙
か
ら「
氏
政
作
」の
銘
が
あ
る《
雪
降
竹
銀
象
嵌
鐙
》

と
、
無
銘
の《
障
子
文
金
銀
象
嵌
鐙
》
を
展
示
し
ま

す
。
さ
ら
に
同
時
に
開
催
し
て
い
る
第
二
展
示
室
の

特
集「
古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
選
」
に
関
連
し
て
、

《
古
九
谷
色
絵
中
皿
》五
枚
を
展
示
し
ま
す
。色
絵（
五

彩
手
）、
赤
絵
の
展
開
な
ど
、
九
谷
焼
の
流
れ
を
概
観

す
る
際
に
極
め
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
作
品
と

し
て
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
は
、
文
武
二
道
観
か
ら

「
文
に
よ
る
武
」
と
し
て
の
戦
略
的
意
図
を
も
っ
て
名
品
の

収
集
や
名
工
の
招
聘
、
新
た
な
表
現
様
式
や
ジ
ャ
ン
ル
の
開

拓
な
ど
に
強
い
独
自
性
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。《
荏
柄
天

神
縁
起
絵
巻
》
巻
中
の「
清
涼
殿
襲
撃
」の
場
面
を
見
る
と
、

加
賀
藩
主
・
前
田
家
の
文
化
に
注
い
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉

を
、
戦
慄
を
も
っ
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

《色絵象人物図角皿》　吉田屋窯

1824年～31年

《青貝敬字箪笥》　江戸17～18世紀

　前田育徳会蔵

第2展示室

2月9日（金）～3月21日（水・祝）　会期中無休

特別陳列

加賀藩の美術工芸
古九谷・再興九谷
名品選
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年
初
か
ら
の
白
銀
の
景
色
か
ら
、
春
の
兆
し
も
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
の
時
期
、
近
現
代
の
絵
画
・
彫
刻
部
門

は
、
第
３
展
示
室
の
特
集「
写
真
と
幻
想
」に
併
せ
、
第
６
室

で
は
、
日
本
画
と
版
画
素
描
の
優
品
を
、
第
４
展
示
室
で
は
、

洋
画
・
彫
刻
の
優
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
以
下
で
代
表

作
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
６
展
示
室
の
黒
田
櫻
の
園
《
御
水
送
り
神
事
》
は
、
春

の
訪
れ
を
告
げ
る
奈
良
の
御
水
取
り
に
先
立
ち
、
若
狭
か

ら
東
大
寺
二
月
堂
に
お
香
水
を
送
る
と
い
う
天
平
時
代
以

来
の
伝
統
を
誇
る
神
事
の
様
子
を
、
墨
の
濃
淡
を
利
か
せ

洒
脱
に
表
し
、
古
代
の
歴
史
ロ
マ
ン
を
掻
き
立
て
て
く
れ

る
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
作
品
で
す
。

　

第
４
展
示
室
で
は
、
本
県
ゆ
か
り
の
作
家
に
よ
る
、
人
物

表
現
を
テ
ー
マ
と
す
る
重
厚
な
作
品
を
ご
堪
能
い
た
だ
き

ま
す
。
人
間
表
現
の
作
品
評
で
は
よ
く「
光
と
影
」
が
目
に

つ
き
ま
す
。
人
生
に
は
華
や
か
さ
の
反
面
、
暗
い
部
分
も
あ

り
、
理
想
や
夢
と
現
実
と
の
葛
藤
が
交
錯
し
人
間
ド
ラ
マ

が
展
開
し
ま
す
。
鴨
居
玲
《
酔
っ
ぱ
ら
い
》
は
、
飲
酒
で
現
実

逃
避
す
る
老
人
像
で
、
人
生
の
闇
へ
の
眼
差
し
を
逸
ら
す

こ
と
が
な
か
っ
た
鴨
居
の
生
き
様
を
示
し
な
が
ら
、
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
人
間
愛
も
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。
宮
本
三
郎
《
熱

叢
夢
》
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
題
材
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
光

と
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
に
包
ま
れ
た
裸
女
を
描
く
も
の
で
す
。

作
品
は
既
存
の
神
話
か
ら
跳
躍
し
南
国
の
熱
気
と
生
命
感

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
吉
田
三
郎
《
波
》
は
大
空
に
躍
動
す

る
か
の
よ
う
な
男
性
像
で
す
。
激
し
い
ポ
ー
ズ
と
シ
ャ
ー

プ
な
フ
ォ
ル
ム
は
、
人
体
の
美
し
さ
と
と
も
に
空
間
造
形

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
石
川
県
立
美
術
館
初
の
本
格
的
写
真
展
で
あ
り
、

開
催
前
か
ら
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
展
示

で
は「
幻
想
」を
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
既
に
鬼
籍

に
入
ら
れ
た
三
名
の
石
川
の
写
真
家
に
焦
点
を
あ
て
ま
し

た
。
生
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
開
き
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
作
家

も
個
性
豊
か
で
あ
り
、
興
味
深
く
鑑
賞
で
き
ま
す
。
今
号
で

は
、
そ
の
三
者
三
様
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
正
三
年（
一
九
一
四
）の
生
ま
れ
の
��
川
恍
陽
は
、
石
川

の
現
代
写
真
初
期
を
代
表
す
る
作
家
で
す
。
そ
の
前
期
を

代
表
す
る
の
が
、
被
写
体
に
石
川
門
を
選
び
構
成
し
た
モ
ノ

ク
ロ
ー
ム
作
品
で
す
。
城
門
の
乳
鋲
と
い
う
、
歴
史
的
遺
物

の
被
写
体
と
現
代
美
術
的
な
表
現
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
絶

妙
で
す
。
そ
の
制
作
は
、
や
が
て
金
属
板
や
布
を
自
ら
構
成

し
て
撮
影
す
る
、
構
成
主
義
的
な
作
風
へ
と
昇
華
し
ま
す
。

　

昭
和
五
年
生
ま
れ
の
冨
岡
省
三
は
、
五
十
代
に
入
っ
て
か

ら
精
力
的
に
制
作
を
始
め
た
作
家
で
す
。
初
期
の
風
景
写

真
か
ら
、
晩
年
の
錆
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
作
品
ま
で
、

徹
底
し
て
実
像
を
追
う
冨
岡
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
は
、
独
自
の

世
界
を
現
出
さ
せ
ま
し
た
。
人
造
の
塗
料
を
侵
食
す
る
錆

が
生
み
出
す
文
様
は
、
そ
こ
に
自
然
の
摂
理
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

三
名
の
中
で
最
も
若
い
河
野
安
志
は
、
昭
和
三
十
六
年

生
ま
れ
。
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
（
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）に
手
彩
色

を
加
え
る
手
法
で
、
現
代
を
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

切
り
口
で
見
せ
て
い
ま
す
。
人
物
や
物
、
風
景
は
現
実
に
は

あ
り
得
な
い
大
き
さ
や
、
位
置
関
係
で
超
現
実
的
な
世
界

を
表
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
視
覚
的
な
不
安
感
は
、

鑑
賞
者
を
幻
想
的
な
世
界
へ
と
引
き
込
む
の
で
す
。

冨岡省三　《船体の錆》　小松市博物館蔵黒田櫻の園《御水送り神事　だったん行法》

第4・6展示室［絵画・彫刻］

優品選

2月9日（金）～3月21日（水・祝）　会期中無休

第3展示室

写真と幻想
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柴田是真　《蒔絵蕗に小鳥図額》

　

江
戸
時
代
、
加
賀
藩
主
・
前
田
家
は
江
戸
幕
府
に
対
し
て
文

化
に
よ
る
地
域
の
独
自
性
を
打
ち
出
し
、
名
品
の
収
集
や
名

工
の
招
聘
・
支
援
に
よ
る
美
術
工
芸
の
振
興
な
ど
様
々
な
政

策
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
体
制
は
明
治
維
新
に
よ
り
一
時

揺
ら
ぎ
ま
し
た
が
、
石
川
県
が
継
承
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
藩
政
期
か
ら
の
美
意
識
を
継
承
し
た「
加
賀

百
万
石
」
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、
今
日
地
域
の

大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
時
代
に
こ
の
地
の
経
済
を
牽
引
し
た
、
い
わ

ゆ
る
旦
那
衆
の
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。「
加
賀
百
万
石
」
ブ
ラ
ン
ド
の
担
い
手
と
し
て
の
旦

那
衆
の
気
概
が
茶
の
湯
の
振
興
を
支
え
、
地
元
美
術
商
の
協

力
の
も
と
に
、
幕
末
以
降
に
加
賀
の
地
か
ら
流
出
し
た
美
術

工
芸
品
が
買
い
戻
さ
れ
、
さ
ら
に
は
当
地
と
の
関
わ
り
を
越

え
た
歴
史
的
名
品
も
集
積
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部

は
寄
贈
、
購
入
に
よ
り
石
川
県
立
美
術
館
の
重
要
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
石
川
県
立
美
術
館
開
館
三
十
五
周
年

と
金
沢
美
術
倶
楽
部
創
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
美
に

殉
じ
た
千
利
休
の
姿
勢
が
藩
祖
・
前
田
利
家
以
後
の
文
化
観

を
方
向
付
け
た
と
の
新
た
な
観
点
か
ら
加
賀
文
化
を
再
考
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
今
日
発
展
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
一

翼
を
担
っ
た
明
治
時
代
以
後
の
数
寄
者
や
美
術
商
の
活
動
も

ふ
り
か
え
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
ま
す
。
国
宝
四
点
、
重
要
文

化
財
三
十
四
点
を
含
む
、
近
年
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
茶
道
美
術
を
中
心
と
し
た
逸
品
の
数
々
の「
奇
跡
の
邂
逅
」

に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

明
治
時
代
の
漆
工
芸
に
は
絵
画
の
よ
う
に
、
壁
面
装
飾
と

し
て
作
ら
れ
た
額
や
壁
掛
が
あ
り
、
石
川
県
立
美
術
館
に
も

何
点
か
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
展
示
す
る
作
品
の
一
つ

は
、
洒
脱
な
デ
ザ
イ
ン
と
巧
み
な
技
術
に
よ
り
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
活
躍
し
、
帝
室
技
芸
員
に
も
任
命
さ
れ
た
柴
田

是
真
の「
蒔
絵
蕗
に
小
鳥
図
額
」で
す
。

　

黒
漆
の
マ
ッ
ト
な
表
面
に
、
黒
と
金
の
高
蒔
絵
で
一
株
の

蕗
の
根
元
に
寄
り
添
う
二
羽
の
小
鳥
を
表
し
て
い
ま
す
。
空

間
を
多
く
と
っ
た
緊
張
感
の
あ
る
構
図
、
塗
の
技
法
を
巧
み

に
使
い
分
け
た
表
現
は
、
今
見
て
も
新
鮮
な
印
象
で
す
。
是

真
は
額
も
自
作
し
て
お
り
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
も
調

和
し
て
い
ま
す
。
是
真
は
十
一
歳
で
古
満
寛
哉
に
弟
子
入
り

し
蒔
絵
の
技
法
を
習
得
し
た
後
、
絵
師
の
鈴
木
南
嶺
や
岡
本

豊
彦
に
師
事
し
て
お
り
、
最
初
に
絵
画
で
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。
当
時
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
漆
塗
の
技
術
の
復
興
や
、
新

し
い
技
術
の
開
発
を
行
い
、
こ
う
し
た
技
術
を
駆
使
し
優
れ

た
作
品
を
残
し
ま
し
た
。
当
時
は
分
業
で
あ
っ
た
漆
工
品
の

制
作
に
お
い
て
、
下
絵
か
ら
下
地
作
り
、
蒔
絵
ま
で
の
全
工
程

を
す
べ
て
自
ら
行
っ
た
是
真
は
、
近
代
工
芸
作
家
の
嚆
矢
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

是
真
は
内
外
の
博
覧
会
に
出
品
し
、
明
治
政
府
の
殖
産
興

業
政
策
に
も
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
が
、
本
作
は
第
一
回
内

国
勧
業
博
覧
会
出
品
作
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
是
真
の
高

弟
で
同
じ
く
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
た
池
田
泰
真
「
蒔
絵

桜
花
に
棚
図
額
」、
是
真
の
次
男
で
画
家
と
し
て
も
活
躍
し
た

柴
田
真
哉
「
蒔
絵
釣
灯
籠
図
額
」
三
点
を
含
む
、
計
四
点
の
漆

額
、
い
ず
れ
も
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
作
を
展
示
し
ま
す
。

企画展Topics

2月9日（金）～3月21日（水・祝）　会期中無休

第5展示室

明治の工芸

国宝《無準師範墨蹟「山門疏」》　五島美術館蔵

石川県立美術館開館35周年

金沢美術倶楽部創立100周年記念特別展

美の力 会期：4月1日（土）～

　　　5月20日（日）
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’17玄土社書展

　

北
陸
国
展
は
北
陸
在
住
者
と
ゆ
か
り
の
あ
る
国
展
出
品
者
等
で
構

成
さ
れ
、
今
年
で
二
十
四
回
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
画
会（
国
展
）
は
昨
年
九
十
一
回
を
迎
え
、
毎
年
春
に
国
立
新
美

術
館
で
開
催
さ
れ
る
歴
史
あ
る
公
募
団
体
で
す
。
草
創
期
の
絵
画
部

に
は
梅
原
龍
三
郎
、
香
月
泰
男
ら
が
、
写
真
部
に
は
野
島
康
三
、
木
村

伊
兵
衛
ら
が
い
ま
し
た
。

　

北
陸
国
展
で
の
成
果
が
国
展
で
の
受
賞
者
輩
出
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
絵
画
部
二
十
五
名
、
写
真
部
二
十
六
名
が
力
作
、
大
作

を
発
表
し
ま
す
。
是
非
ご
高
覧
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
入
場
無
料

◆
後　

援
／
北
國
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
金
沢

◆
連
絡
先
／
横
江
昌
人
（
北
陸
国
展
事
務
局
）

　
　
　
　
　

能
美
市
秋
常
町
ニ
五
－
一

　

玄
土
社
の
二
〇
一
七
年
中
の
歩
み
を
ま
と
め
た
創
作（
抽
象
）

四
十
三
点
、
古
典
臨
摹（
写
し
）は
二
十
一
点
を
お
目
に
か
け
ま
す
。

　

創
作
は
自
由
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
、
臨
摹
は
古
典
に
忠

実
に
。
こ
の
玄
土
社
の
基
本
姿
勢
は
か
わ
こ
と
な
く
今
展
で
四
十
五

回
と
な
り
ま
す
。
表
意
文
字
で
あ
る
漢
字
、
そ
の
古
典
の
模
写
復
元

を
試
み
る
こ
と
で
本
当
の
歴
史
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は

揺
れ
動
き
進
化
す
る
抽
象
表
現
の
愉
し
さ
。
ど
ち
ら
も
私
た
ち
に

と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ワ
ー
ク
で
す
。
独
自
の
活
動
を
す
る

在
野
の
グ
ル
ー
プ
玄
土
社
な
ら
で
は
の
古
典
と
新
し
い
表
現
の
世
界

を
ご
覧
い
た
だ
け
る
好
機
会
で
す
。

◆
入
場
無
料

　

表
立
雲
ト
ー
ク
タ
イ
ム
「
『
張
遷
碑
』
の
資
料
蒐
集
に
つ
い
て
」

◆
日　

時
／
三
月
十
八
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

◆
連
絡
先
／
玄
土
社
本
部
（
表
）　

金
沢
市
本
多
町
一
－
七
－
十
五

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
－
二
六
三
－
三
七
三
〇

　

昭
和
五
十
一
年
に
認
定
さ
れ
た
石
川
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
団

体
九
谷
焼
技
術
保
存
会
が
、
技
術
保
存
・
発
展
向
上
を
図
る
た
め
の

事
業
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
公
募
展
で
、
入
選
作
並
び
に
九
谷
焼

技
術
保
存
会
会
員
の
作
品
を
一
堂
の
も
と
に
展
示
し
ま
す
。

◆
観
覧
料
／
一　

般
：
三
五
〇
円
（
二
八
〇
円
）

　
　
　
　
　

大
学
生
：
二
八
〇
円
（
二
二
〇
円
）

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

　

※ （　
）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金
。
当
館
友
の
会
会
員
は
、

会
員
証
の
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。

◆
連
絡
先
／
能
美
市
泉
台
町
南
十
三
番
地　

石
川
県
九
谷
会
館
内

　
　
　
　
　

九
谷
焼
技
術
保
存
会
事
務
局

　
　
　
　
　

電
話
：
〇
七
六
一
－
五
七
－
〇
一
二
五

第41回　伝統九谷焼工芸展 第24回　北陸国展
3月2日（金）～18日（日）　会期中無休

3月17日（土）～19日（月）　会期中無休

3月2日（金）～6日（火）　会期中無休

第7展示室

第8・9展示室

第8・9展示室

三
月
の
企
画
展
示
室
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本
展
は
木
村
雨
山
と
二
塚
長
生
、
物
故
者
と
現
在
制
作
を
続
け
て
い
る
作
家
と

い
う
、
作
品
の
制
作
時
期
が
異
な
る
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
二
人
の
重
要
無
形
文
化
財

「
友
禅
」保
持
者
の
作
品
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
両
作
家
の
業
績
は
も
と
よ
り
、
絵
画

的
と
称
さ
れ
る
加
賀
の
手
描
き
友
禅
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
を
は
じ
め
と
す
る
、
両
作
家
の
主
要
な
作
品
の
所
蔵
館

か
ら
ご
出
品
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
木
村
の
回
顧
展
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
に

北
陸
放
送
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
展
示
以
来
の
出
品
数
で
あ
り
、
二
塚
に
つ
い
て
は

初
期
作
品
と
現
在
の
作
品
を
併
せ
て
展
示
し
た
、
公
立
美
術
館
に
お
け
る
初
の
展

覧
会
と
な
り
ま
し
た
。
着
物
に
興
味
の
あ
る
方
の
み
な
ら
ず
、
着
物
に
関
わ
る
仕
事

に
従
事
す
る
方
々
か
ら
も
、
こ
れ
だ
け
観
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
と
の

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
観
に
来
ら
れ
た
方
も
多
く
、
記
録
的
な
寒
波

と
積
雪
が
重
な
り
ま
し
た
が
、
一
月
四
日
の
初
日
、
七
日
の
工
芸
技
術
記
録
映
画
上

映
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
二
十
一
日
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
に
よ
る
作
品
解
説
に
も
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

染
織
は
工
芸
作
品
の
中
で
も
特
に

脆
弱
な
素
材
で
す
。
木
村
の
初
期
作

品
に
は
扱
い
に
特
に
注
意
が
必
要
な

も
の
も
、
す
で
に
行
方
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
作
品
も
あ
り
ま
す
。
平
成

二
十
二
年
に
二
塚
が
重
要
無
形
文
化

財「
友
禅
」
保
持
者
の
認
定
を
受
け
て
、

石
川
県
で
二
人
目
の
友
禅
の
人
間
国

宝
が
誕
生
し
、
木
村
の
没
後
四
十
年

を
迎
え
た
節
目
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

関
係
者
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
協
力

を
賜
り
、
貴
重
な
作
品
を
一
堂
に
集
め

た
展
覧
会
の
開
催
が
可
能
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

企
画
展「
森
羅
万
象
を
ま
と
う
」の
関
連
行
事

と
し
て
、
一
月
七
日（
日
）に
映
画
上
映
会
＆
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
、
一
月
二
十
一
日（
日
）に
二
塚
長
生

氏
に
よ
る
展
示
作
品
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

七
日
の
上
映
会
で
は
、
文
化
庁
が
制
作
し
た

工
芸
技
術
記
録
映
画「
友
禅
・
二
塚
長
生
の
わ
ざ
」

を
上
映
し
、
そ
の
後
、
ゲ
ス
ト
に
二
塚
氏
と
同
映

画
の
監
督
で
あ
る
桜
映
画
社
の
井
上
実
氏
を
お

迎
え
し
、
友
禅
に
つ
い
て
の
お
話
や
、
撮
影
に
ま

つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
二
塚
氏
は
、
撮
影
に
合
わ
せ

て
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
集
中
力
を
維
持
す
る
の
が
大
変

だ
っ
た
が
、
最
後
に
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
作
品
を
見
て
晴
れ
が
ま
し
さ

を
感
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
井
上
監
督
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
撮
影
を
通
し

て
、
二
塚
氏
と
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
気
安
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

常
に
心
掛
け
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
す
。

　

二
十
一
日
の
作
品
解
説
で
は
、
作
品
の
画
像
を
見
な
が
ら
、
木
村
雨
山
氏
の
思

い
出
や
作
品
の
技
法
、
さ
ら
に
は
制
作
に
対
す

る
姿
勢
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
村

氏
の
作
品
の
中
で
一
つ
選
ぶ
と
し
た
ら
、
と
い

う
質
問
に
対
し
て
は
、《
友
禅
訪
問
着　

花（
木

蓮
）》
を
挙
げ
ら
れ
、
つ
ぼ
み
か
ら
満
開
に
い
た

る
木
蓮
の
花
の
儚
い
美
し
さ
が
、
写
生
を
も
と

に
十
分
に
表
現
さ
れ
、
能
衣
装
を
思
わ
せ
る
片

身
替
り
の
意
匠
と
調
和
し
て
い
る
と
述
べ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

森羅万象をまとう ―友禅 人間国宝  木村雨山・二塚長生の仕事―

展覧会回顧

会期　1月4日（木）～2月12日（月・休）

森
羅
万
象
を
ま
と
う

上
映
会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
・
展
示
作
品
解
説

上映会＆トークショー

展示作品解説
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新
春
企
画
展
「
森
羅
万
象
を
ま
と
う　

友
禅
人
間
国
宝　

木

村
雨
山
・
二
塚
長
生
の
仕
事
」の
第
８
展
示
室
の
前
に
、「
友
禅
作

家
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
あ
っ
た
の
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
着
物
の
型
が
描
か
れ
た
備
え
付
け
の
紙

に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ク
レ
ヨ
ン
で
着
物
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
描
い
て
い
た

だ
く
活
動
で
す
。
企
画
展
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て

展
示
を
み
て
も
ら
う
た
め
、
子
ど
も
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
受
付
で
渡
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
の
作
品

鑑
賞
と
こ
の
よ
う
な
体
験
活
動
を
交
え
た
活
動
で
、
展
覧
会
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
こ
の「
友
禅
作
家
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
展
覧
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

参
加
型
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
大
人
の
方
も
関
心
を
示
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
多
く
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
と

し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
作
品
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
大
人
ま
で
、
そ
し
て
、

外
国
人
の
方
の
作
品
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
本
展

覧
会
の
会
期
は
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
の
作
品
が
掲
示
さ
れ
る
ボ
ー
ド
は
、
毎
日
の
よ
う
に

作
品
が
増
え
て
い
く
人
気
の

コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
方
が
、

木
村
雨
山
、
二
塚
長
生
両
作
家

の
作
品
に
触
発
さ
れ「
友
禅
作

家
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
し
て
く

だ
さ
っ
た
源
は
、
や
は
り
、
両

作
家
の
作
品
の
持
つ
魅
力
と

改
め
て
感
じ
た
活
動
で
し
た
。

ミュージアムレポート

友禅作家に挑戦

３
月
の
行
事
予
定

次
回
の
展
覧
会

■
土
曜
講
座 

午
後
1
時
30
分
〜 

美
術
館
講
義
室 

聴
講
無
料

３
日
（
土
）

石
川
の
文
化
財
６　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　
　

出

10
日
（
土
）

近
代
日
本
と
彫
刻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
澤　
　

寛

■
キ
ッ
ズ
★
プ
ロ
グ
ラ
ム　

鑑
賞
講
座
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
楽
し
も
う
」　

 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

２
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

４
日
（
日
）

写
真
を
貼
付
け
て
画
面
を
作
っ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
の
鑑
賞
と　
　

自
分
を
主
人
公
に
し
た
作
品
の
制
作
を
し
ま
す
。

　

対
象
：
小
学
生
親
子　
　

　

参
加
無
料
（
子
ど
も
と
保
護
者
２
名
ま
で
）
、
当
日
先
着
10
組　
　

■
第
２
回 

修
復
工
房
セ
ミ
ナ
ー 

午
後
１
時
30
分
〜 

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

11
日
（
日
）

演
題
「
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
文
化
財
保
存
・
修
復
の
現
状
と
課
題
―
」

講
師　

地
主
智
彦 

氏
（
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
文
化
財
調
査
官
）

■
展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！ 

午
後
1
時
〜
3
時 

2
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

17
日
（
土
）

展
示
室
で
お
気
に
入
り
の
作
品
を
、
磁
気
式
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
！

※
観
覧
料
を
団
体
料
金
に
割
引
し
ま
す
。

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館

第
２
展
示
室

名
物
裂
と
茶
道
美
術

茶
道
美
術
名
品
選
Ⅰ

３
月
26
日
（
月
）
〜
４
月
15
日
（
日
）　

会
期
中
無
休

第
３
〜
９
展
示
室

第
74

回
現
代
美
術
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
29
日
（
木
）
〜
４
月
15
日
（
日
）　

会
期
中
無
休



B I J U T S U K A N  D AY O R I  N o .4 13 8

石川県立美術館だより
第413号〈毎月発行〉

2018年3月1日発行
〒920-0963
金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580
Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

ご利用案内

コレクション展観覧料
一　般　360円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金

毎月第1月曜日はコレクション 

展示室無料の日（3月は5日）

今月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

3月の休館日は

22日（木）～25日（日）
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文
化
二
年（
一
八
〇
五
）、
加
賀
藩
の
家
柄
町
人
・
亀

田
純
蔵
は
、
京
都
の
名
工
、
青
木
木
米
を
訪
ね
、
金

沢
で
の
製
陶
を
懇
請
し
ま
し
た
。
二
ペ
ー
ジ
で
も
ふ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
百
年
余
り
加
賀
で
は
硬

質
の
や
き
も
の
は
生
産
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
藩
民
が
用
い
る
日
用
雑
器
は
肥
前
や
京
都
か

ら
大
量
に
買
入
れ
、
藩
金
が
流
出
し
た
こ
と
か
ら「
国

焼
」
が
急
務
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
木
米
は
、
適
当

な
土
が
あ
れ
ば
招
請
に
応
じ
る
と
答
え
た
た
め
純
蔵

は
九
谷
村
の
土
を
送
り
、
木
米
を
納
得
さ
せ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
翌
年
、
木
米
は
金
沢
卯
辰
山
で
瓦

焼
の
窯
を
借
り
て
九
谷
村
の
陶
石
や
金
沢
茶
臼
山
の

土
な
ど
で
試
焼
し
た
と
こ
ろ
、
九
谷
の
古
製
を
彷
彿

と
さ
せ
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に

翌
年
の
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）、
木
米
は
助
工
と
し

て
本
多
貞
吉
を
伴
い
再
来
し
、
金
沢
の
春
日
山（
現
在

の
金
沢
市
山
の
上
町
）で
の
藩
窯
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

厳
密
な
開
窯
時
期
は
一
八
〇
五
年
の
若
杉
窯
の
ほ

う
が
早
い
の
で
す
が
、
春
日
山
窯
を
再
興
九
谷
の
最

初
と
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
ま
す
。
文

献
に
あ
る
九
谷
の
古
製
が
何
を
指
し
た
の
か
非
常
に

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
よ
う

な
明
時
代
末
の
様
式
を
模
し
た「
呉
須
赤
絵
写
」
で
は

な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
木
米
は
二
年
足

ら
ず
で
京
都
に
戻
り
ま
し
た
が
、
春
日
山
窯
の
呉
須

赤
絵
写
が
、
そ
の
後
加
賀
に
赤
絵
の
実
り
多
い
展
開

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

三
月
一
日（
木
）
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
友
の

会
新
会
員
の
募
集
、
更
新
手
続
き
が
始
ま
り
ま

す
。
直
接
県
立
美
術
館
で
お
手
続
き
い
た
だ
く

か
、
郵
便
振
替
を
利
用
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
現
在
会
員
の
方
も
、
継
続
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
有
効
期
限
／
平
成
三
十
年
四
月
一
日

　

～
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

■
年
会
費
／
二
〇
〇
〇
円

■
主
な
特
典
／

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
無
料
観
覧

・
企
画
展
入
場
券
進
呈

・ 

企
画
展
の
開
会
式
（
開
会
式
が
な
い
場
合
は 

初
日
）
に
ご
招
待

・
入
館
料
の
割
引

・ 
最
新
情
報
を
お
伝
え
す
る
美
術
館
だ
よ
り 

（
本
誌
）
を
毎
月
送
付

・
館
内
カ
フ
ェ
に
て
ド
リ
ン
ク
の
割
引

友
の
会 

手
続
き
が
始
ま
り
ま
す
！

戌年にちなみ、明治

期に活躍した彫刻家・

石川光明の《犬》を使

用します。

愛らしい二匹の子犬

をぜひお手元に！


